
琉球大学学術リポジトリ

pHと酸度について (112号の続き)

言語: 

出版者: 琉球大学農家政学部

公開日: 2011-07-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 鎮西, 忠茂, Chinzei, Tadashige

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/20969URL



pHと酸度について (112号の続 き)
土壌のpH

上では水溶液の pHについてのべたが､土

壌 の pHは その よ うに単純 ではない｡土壌 の

pH は土壌溶液 中に電離す るH+によって表

われ るのである｡残余の大部分の H十は土壌

腸質 と結 びっし､て 〔H十〕 には直接関係 しな

いのであ る｡ それは丁度弱酸 や弱 アルカ リの

極 1部 がH+や OH~になって pHと関係 が

あるのに少 し似 てし､る｡

土壌 の pHを計 る場合水 を加 えて行 う場合

と塩 化 加里 (KCl) 液 を加 えて行 う場 合と

あるが､塩化加里液 を加 えて計 った場合の方

が､ pHが低 い｡是 は上でのべた土壌腸質 と

結 び付 いているH+が.塩化加里液 中のK+と

交換 されて溶液 中に出て来 る為 に 〔H+〕 が

高 くなる為 である｡ それでは土壌溶液 中に出

て来 たH十を中和すれば､土壌 が中性 になる

かといえば､ そ うい う訳 にはいかない｡土壌

腸質 と結 び付 いたH+が次 々とH+になって

出て来 て､腸質 中にH十がある限 り矢張 り酸

性 を量 す る事 になるのである｡

土壌の酸度の

上 にのべたよ うに土壌 の pHは水素 イオ ン

になって出て来 るもの ､度合 を計 るのであ る

が､酸性土壌 に於 ては土壌溶液 中に出て来 る

H+を中和 して も腰質 にH+が くつ ､いてい

る限 り次 々と水素 イオンが遊離 して酸性 を里

す るのであ る｡土壌溶液及土壌謄質中に含 ま

れてい るH十の総量 が全酸度 と名付 けるもの

であ る｡此酸性土壌 の全酸度 と pHは弱酸 に

於 け る酸度 と pHに若干似 た点 がある｡例 え

ば0･05Mの酢酸液 は前にのべた様 に pHは約

3.0であるが､此溶液 1007nA (100g)を中

和す るに要 す るX. N NaOHの量 はその

中のH+丈でな く､ イオ ン化 してないHをも

中和 しないとな らないので､50m2必要 であ

る｡即 ち酸度 は50とい う串 になる｡又HCl

の0.05Mの液 は pH約 1,3であるが､噴度 は

酢酸 と同様50で､強酸 で も弱酸 で も濃度 が同

じであれば同 じ値 になるのである｡以 上の事

か ら pHが同 じ土壌 で もその緩衝 作用の強弱

によって土壌酸度 は異 なるのである｡緩衝 作

用 について詳 しくふれ る事は出来 ないが､一

応 ここでは水素 イオ ンt/1農度 を変 える様 な物質

を加 えても簡単 に pHが変 らないよ うにする

性質 と考 えよ う｡

普通酸度 は 100gの-t礎 を250mA の

1MKCl 液 で 1時間振過 し､その滅液 125

mP を中和す るのに必要 な N/. NaOHの

mp 数 を測定 し､之 を実験酸度 (Y l)と称

している｡農 業試験場其他 の報告書 で酸度の

所 にYlと書 いてあるのが それである｡実験

酸度 は 1回の浸 出で出て来 るH十の半量 を中

和するに要 す る N/名 NaOH【の量 (mP )

であるが､土壌謄質中に含 まれているH十を

全部浸 出す る為 には､何回 も浸出 を繰返す必

要 がある｡多 くの実験 の結果 か らYlの 3.5

倍 に相当す るH十が土壌 中に含 まれている｡

3.5Ylを全酸度 と称 してい る｡此全酸度 か

ら敵性土壌矯正に必要 な石妖量 を算出出来 る

が､前 にのべた土壌 の緩衝 作用の為に､計算

量 を施 しても完全 に中和 されず､不足 を示 す

のが洋通 である｡ それで績衝 作用 や pHを考

慮 して計算す る方法 が取 られ る方 がよいが､

その事 については農 業試験場其他 の専門家 に

帆 淡す るようす ､めたい｡

(錘 西 忠 茂 )
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